
 

15 日までに集金して班、支部の役員に届けてください。 

会費の集金は 15日 80％、月末 100％になるようご理解、ご協力を‼ 

 

 

 

 

戦争法廃止、消費税増税反対の署名を集め、会員・読者を増やしましょう！ 
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中小企業法務プラス！ワンポイント 

売掛金回収売掛金回収売掛金回収売掛金回収    ～～～～    相手相手相手相手がががが払払払払ってくれないってくれないってくれないってくれない！！！！    ③③③③～～～～    

 前回は、売掛金回収のために調停や裁判手続による方法について説明しましたが、今回は、裁判で勝った場合のその後

のことについてご説明します。 

 通常、「裁判に勝ったんだから相手は当然に払ってくるんじゃないの」と思われるでしょうが、必ずしもそうではあり

ません。裁判所は「支払え」という命令を出してくれますが、それに従わなくても罰則がないため、裁判所の命令（判決）

に従わない人も出てきます。 

 その時に使うのが「強制執行」という手続です。これは裁判所の判決に従わない人の財産を差し押さえて、強制的に回

収（判決内容の実現）を図るものです。 

 一番典型的なのが銀行預金の差し押さえですね。そのほかに給料や売掛金、証券、自動車、不動産など、財産的価値の

あるものであれば差押は可能です。但し、通常の生活に必要な家財道具は差押禁止となっていますので、家財道具の差押

は基本的にはできないとお考えください。 

 なお、差し押さえるに当たってはそのものを特定しなければなりませんので、預金であれば銀行名・支店名が必要です

し、売掛金であれば取引先及びその売掛金の明細等がわからなければ差押ができません。ですから、日頃から相手の資産

内容（特にメインバンク）や取引先について関心を持ち、把握しておくことが万一の時のための備えとなりますから、情

報収集を怠らないようにすることがポイントです。 

 この差押えの手続は、裁判所に申立をすることになりますが、その際いろいろと必要な書類がありますので、差押えを

お考えの方はご相談ください。 
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